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「南房総市リヴァプール
FCスクール」開校

　イギリス・プレミアリーグの名
門・リヴァプールFCの公式常設
スクールの開校式が行われ、ニー
ル・マーフィーコーチからボール
の授与がありました。
　スクール生は、早速、整備され
たピッチで練習にはげみました。

平成 27 年度個人住民税の主な変更内容
新制度における幼稚園、保育所の
　保育料をお知らせします
平成 26 年南房総市 10 大ニュース

新年のご挨拶
平成２６年分確定申告
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さ
わ
や
か
な
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

市
政
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の

皆
様
の
御
信
任
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
三
期

目
の
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努

力
し
て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
お
話
し
し
ま

し
た
と
お
り
、
市
は
、
人
件
費
の
削
減
な
ど
の

行
財
政
改
革
を
実
行
し
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
共
施
設
の
再

編
を
加
速
し
、
長
く
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
実
現
す
る
た
め
、
強
い
覚
悟
を
も
っ
て
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
、
こ
れ
に
伴
う
様
々
な
課
題
へ
の
取
り

組
み
も
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
化
に

よ
っ
て
衰
退
す
る
農
林
水
産
業
の
保
護
、
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
や
経
済
対
策
な

ど
、
こ
れ
ま
で
も
対
策
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
施
策
の
強
化
も
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
短
期
間
で

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
困
難
な
問
題
で

す
が
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上

が
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
地
道
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
温
暖
で
自
然
豊
か
な
南
房
総
市
の

魅
力
を
発
信
し
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
、
南
房
総
市
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
に
加
え
、
新
た
な

観
光
資
源
の
発
掘
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、「
魅
力
の

郷　

南
房
総
」実
現
の
た
め
に
一
歩
一
歩
着
実

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明
る
く
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
で
、
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
依
然
と
し

て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
南
房
総

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
財
政
の
健
全
化
、

教
育
や
福
祉
の
充
実
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

防
災
対
策
等
々
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
諸
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
目
線
で
執
行
機
関
側
と
の
是
々
非
々

の
十
分
な
議
論
を
行
い
な
が
ら
解
決
を
し

て
行
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
と
が
市
政
の
発
展
に
も

つ
な
が
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
は
、
今
ま
で
以
上
に
そ

の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
社
会
・
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
を
把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同

全
力
で
取
り
組
み
、
安
心
・
安
全
で
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
謹

ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
、
市
政
の
発
展
と
市
議

会
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
、
国
内
で
は
消
費
税
８
％
へ
の
引
き

上
げ
や
衆
議
院
の
解
散
、
い
わ
ゆ
る「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
解
散
」が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
広
島
市
の
土

砂
災
害
、
９
月
に
発
生
し
た
戦
後
最
悪
の
事

態
と
な
っ
た
御
嶽
山
の
噴
火
、
10
月
に
は
立

て
続
け
に
南
房
総
市
を
襲
っ
た
台
風
18
号
や

19
号
、
11
月
に
は
長
野
北
部
地
震
な
ど
多
く

の
自
然
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
議
員
定
数
を
20
人
に
削
減
し
て
選
挙
が

行
わ
れ
、
合
併
後
三
期
目
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

南
房
総
市
議
会
議
長

栗
原
保
博

南
房
総
市
長

石
井　

裕

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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申
告
相
談
、
申
告
書
の
受
け
付
け
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
申
告
、

郵
便
、
信
書
便
に
よ
る
送
付
ま
た
は
税
務

署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ

り
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書

は
自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１　

　

県
税
理
士
会
館
山
支
部
が
、
小
規
模
納

税
者
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
や
年
金

受
給
者
・
給
与
所
得
者
の
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
申
告（
土
地
・
建
物
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合
を
除
く
）

を
対
象
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
24
年
分
、
平
成
25
年
分
の
確
定
申

告
書
の
控
え
や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
控
え

所
得
税
・
消
費
税
無
料
申
告
相
談

確
定
申
告

　

２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま

で
の
確
定
申
告
期
間
中
、
館
山
税
務
署
は

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
作
成
済
み
の
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
に
係
る
還
付

申
告
書
は
２
月
13
日（
金
）以
前
で
も
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

添
付
書
類
は
、
申
告
書
の
裏
面
に
貼
ら

ず
、
添
付
書
類
台
紙
な
ど
に
貼
っ
て
申
告

書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

閉
庁
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）に
は
、

が
あ
る
場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１

　

２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま

で
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付
期
間
と

平
成
26
年
分

平
成
26
年
分
の
申
告
と
納
税

住
民
税
申
告
・
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付

　

税
務
課　

☎
33
―
１
０
２
３

２
月
16
日（
月
）
〜
３
月
16
日（
月
）

期
間

青
色
申
告
は
預
か
り
の
み

　

青
色
申
告
の
人
は
、
記
入
済
み
の
確

定
申
告
書
・
青
色
申
告
決
算
書
の
預
か

り
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
記
入
の
仕
方

な
ど
の
相
談
は
、
館
山
税
務
署
ま
た
は

青
色
申
告
会（
☎
22
―
１
０
０
５
）に
お

願
い
し
ま
す
。

株
式
等
・
土
地
や
建
物
の
売
却（
譲
渡

所
得
）は
預
か
り
の
み

　

株
式
等
・
土
地
や
建
物
の
売
却（
譲
渡
所
得
）

に
つ
い
て
は
、
記
入
済
み
の
申
告
書
の
預
か
り

の
み
受
け
付
け
ま
す
。（
収
用
に
係
る
も
の
は
除

く
）記
入
の
仕
方
な
ど
の
相
談
は
、
館
山
税
務

署（
☎
22
―
０
１
０
１
）に
お
願
い
し
ま
す
。

平成26年分の申告期間
受付　午前８時 30 分から　
相談　午前９時から午後５時まで

税　　目 申告期間

所　　得　　税
および復興特別所得税

2月16日（月）から
3月16日（月）まで

個人事業者の消費税
および地方消費税

1月５日（月）から
3月31日（火）まで

贈　　与　　税 2月 2日（月）から
3月16日（月）まで

所得税・消費税無料申告相談日
受付時間　午前９時 30 分～正午 /
　　　　　午後１時～午後３時 30 分

※ 混雑したときは、受付を早めに締め切る場合があり
ます。
※ 申告書などを提出するのみの場合は、直接税務署に
提出（郵送可）してください。

とき ところ

2月 2日（月） 南房総市千倉保健センター

2月 3日（火） 館山市コミュニティセンター

2月 4日（水） 鴨川市市民会館

地区 受付期間 会　　　場
富浦 2月16日 (月 )～ 3月16日 (月 ) 市役所　別館１

富山 2月16日 (月 )～ 2月24日 (火 ) 富山公民館

三芳 3月　6日 (金 )～ 3月16日 (月 ) 三芳保健福祉センター

白浜 2月25日 (水 )～ 3月　5日 (木 ) 白浜地域センター

千倉 2月16日 (月 )～ 3月16日 (月 ) 朝夷行政センター

丸山 2月16日 (月 )～ 2月27日 ( 金 ) 丸山公民館

和田 3月　2日 (月 )～ 3月16日 (月 ) 和田コミュニティセンター

会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

詳
細
な
日
程
な
ど
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う

そ
う
お
知
ら
せ
版
２
月
号（
１
月
22
日
発

行
）と
あ
わ
せ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
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　平成25年度税制改正で、住宅借入金等特別税額控除につ
いては、居住年の適用期間を平成25年12月31日から平成29
年12月31日まで４年間延長するとともに、平成26年４月以
後に居住を開始した場合の控除限度額の拡充がされること
となりました。所得税は平成26年分から、個人住民税は平
成27年度から適用されます。

①上場株式などを譲渡した場合の軽減税率の特例措置の廃止
　平成21年１月１日から平成25年12月31日までの間に上場株式などを譲渡した場合の上場株式などの譲
渡所得などに係る10％軽減税率（所得税７％、個人住民税３％）の特例措置は、平成25年12月31日をもっ
て廃止されました。
　平成26年１月１日以後は、本則税率の20％（所得税15％、個人住民税５％）が適用されることとなり
ました。

平成27年度
個人住民税の主な変更内容

■ 個人住民税の住宅借入金等特別税額控除の延長・拡充

■ 上場株式等に係る譲渡所得および配当所得等に係る軽減税率の廃止

※ 個人住民税の住宅借入金等特別税額控除は、所得税額から控除しきれない場合に、限度額以下の範囲
で控除を受けることができます。
※  平成26年４月から平成29年12月までの控除限度額は、住宅の取得対価の額または費用の額に含まれ
る消費税などの税額が、８％または10％である場合の金額です。

※ 所得税においては、平成25年分から平成49年分まで、基準所得税額に2.1％の税率を乗じて計算した
復興特別所得税を納付することとなります。
② 上場株式などの配当などに係る軽減税率の特例措置の廃止
　上場株式などの配当などに係る10％軽減税率の特例措置は、上記①と同様に廃止されました。

区分 改正前 改正後

居住年月日 平成 25 年 12 月 31 日まで 平成 26 年１月１日～
平成 26 年３月 31 日まで

平成 26 年４月１日～
平成 29 年 12 月 31 日

控除限度額
所得税の課税総所得金額等
×５％
（最高　97,500 円）

所得税の課税総所得金額等
×５％　　　　　　　　
　（最高　97,500 円）

所得税の課税総所得金額等
×７％　　　　　　　　
　（最高 136,500 円）

区　　分 平成22年度～平成26年度
（平成21年分～平成25年分）

平成27年度以降
（平成26年分以降）

申告分離課税 10%（所得税７％、個人住民税３％） 20%（所得税15％、個人住民税５％）
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
便
利
な
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）に
は
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

①
24
時
間
い
つ
で
も
申
告
可
能

　

  　

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自
宅
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
１
月
13
日

（
火
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
の
24
時

間（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）、
直

接
申
告
で
き
ま
す

②
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

 　

還
付
申
告
の
処
理
期
間
が
６
週
間
程

度
か
ら
３
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

③
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

  　

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
、
一
定
の
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
法
定
申
告

期
限
か
ら
５
年
間
は
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
管
が
必
要
で
す
。

※ 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
を
利
用
す
る
に
は
、
電
子

証
明
書
の
取
得（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど

の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
」の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３

年
と
な
っ
て
お
り
、
有
効
期
限
切
れ
の

場
合
は
、
新
た
に
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
個

人
事
業
者
の
消
費
税
な
ど
の
納
税
に
は
、

安
全
便
利
な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

振
替
納
税
を
利
用
す
る
に
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
税
務
署
ま
た
は
金

融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
な
ど　

４
月
20
日（
月
）

・
消
費
税
な
ど　

４
月
23
日（
木
）

　

館
山
税
務
署　

☎
22
―
０
１
０
１　

　
　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、

e
―
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。
利
用
に

は
、
電
子
証
明
書
の
取
得（
手
数
料
が
必
要
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど

の
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。

　平成26年から平成35年までの各年に金融商品取引業者などの営業所に開設した非課税口座において、
毎年新規投資額で100万円を上限に、５年以内に支払を受けるべき配当所得および譲渡所得などについ
て、非課税とすることとされました。

　譲渡損失の他の所得との損益通算および雑損控除を適用することができない生活に通常必要でない資
産の範囲に、主として趣味、娯楽、保養または鑑賞の目的で所有する不動産以外の資産（ゴルフ会員権
など）が追加されました。
　これにより、ゴルフ会員権などの譲渡損失については、総合課税において、他の所得との損益通算が
適用できなくなりました。

■ 非課税口座内の少額上場株式などに係る配当所得および譲渡所得などの非課税措置の創設

■ ゴルフ会員権等の譲渡損失に係る損益通算等の改正（生活に通常必要でない資産の範囲の追加）

※ 所得税においては、平成25年分から平成49年分まで、基準所得税額に2.1％の税率を乗じて計算した
復興特別所得税を納付することとなります。

区　　分 平成22年度～平成26年度
（平成21年分～平成25年分）

平成27年度以降
（平成26年分以降）

申告分離課税 10%（所得税７％、個人住民税３％） 20%（所得税 15％、個人住民税５％）

総合課税 所得税は累進課税、個人住民税 10％ 所得税は累進課税、個人住民税 10％



6 2015年1月号

平成27年度の保育料について
◆幼稚園、保育所ともに保護者の所得に応じて納める仕組みに変わります。
　 　幼稚園および保育所の保育料は、平成 27 年４月１日現在のお子さんの年齢と保護者の平成 26 年度

市町村民税の所得割課税額により決定します。（９月分以降は、平成 27 年度市町村民税から算定する

予定です。）

　 　原則、お子さんの父母の合算した市町村民税で決定しますが、実態として祖父母などの同居者が生

計の中心者であることが明らかである場合、同居者の市町村民税から算定することがあります。

保育所を利用する場合：【保育認定を受けた子どもの利用者負担（月額）】２号および３号認定

新制度における幼稚園、保育所
の保育料をお知らせします

支給認定保護者の属する世帯の階層区分 利用者負担額 (月額／円 )

階層 定　　　義

年齢および認定区分

３歳未満児
（３号認定）

３歳児
（２号認定）

４歳以上児
（２号認定）

標準時間 短時間 標準時間 短時間 標準時間 短時間

第１階層 生活保護法等による
支援給付受給世帯 0 0 0 0 0 0

第２階層 市町村民税非課税世帯 7,650 7,510 5,100 5,010 4,800 4,710

第３階層 所得割 48,600 円未満 16,570 16,280 14,020 13,780 13,200 12,970

第４階層 所得割 48,600 円以上
97,000 円未満 25,500 25,060 22,950 22,550 21,600 21,230

第５階層 所得割 97,000 円以上
169,000 円未満 37,820 37,170 35,270 34,670 29,380 28,880

第６階層 所得割 169,000 円以上
301,000 円未満 51,850 50,960 36,450 35,830 29,380 28,880

第７階層 所得割 301,000 円以上
397,000 円未満 68,000 66,840 36,450 35,830 29,380 28,880

第８階層 所得割 397,000 円以上 75,840 74,550 36,450 35,830 29,380 28,880

１　市町村民税の所得割課税額は、住宅借入金等特別税額控除等の適用前の額とします。

２ 　第２階層から第８階層までの世帯であり、同一世帯から２人以上の就学前児童が保育所、幼稚園等を

利用している場合は、多子軽減の算定対象人数とみなして、第２子目のお子さんの保育料が半額に、第

３子目以降のお子さんの保育料が無料になります。

３　母子世帯・在宅障害児のいる世帯については、一部保育料が軽減される場合があります。

　また、上記の保育料と別に、３歳以上のお子さんは、主食費（月額 350 円）を徴収します。

1階層を除
き、前年度
分又は当該
年度分の市
町村民税課
税額が次の
区分に該当
する世帯
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● 保育料の決定通知について
　・上記基準額表を基に算定し、決定次第郵送します。
　・ 事前にご確認したい人は、お手元の「平成26年度市町村民税・県民税税額決定・納税通知書」または

「平成26年度給与所得等に係る市町村民税・県民税特別徴収税額の決定通知書」を参照し試算して

ください。

●保育料の納付方法について
　【納付方法】

　・原則として金融機関での口座振替により納付してください。
　・ 口座振替ができない場合は、配布される納入通知書により金融機関・市役所の窓口にてお支払いく
ださい。

　【口座振替の手続き】

　・ 下記のいずれかの金融機関の窓口にて手続きして
ください。

　・ 手続きが済んでから口座振替が開始されるまで、
１～２か月ほどかかります。口座振替が開始され

るまでの間は、納入通知書によりお支払ください。

幼稚園を利用する場合：【教育標準時間認定を受けた子どもの利用者負担（月額）】１号認定

支給認定保護者の属する世帯の階層区分 利用者負担額 (月額／円 )

階層 定　　　義

年齢および認定区分

４歳以上児
（１号認定）

第１階層 生活保護法などによる支援給付受給世帯 ０

第２階層

第１階層を除き、前年度分
又は当該年度分の市町村民
税課税額が次の区分に該当
する世帯

　市町村民税非課税世帯 ０

第３階層 　所得割　４８，６００円以下 ２，０２０

第４階層 　所得割　７７，１００円以下 ４，２７０

第５階層 　所得割２１１，２００円以下 ６，４００

第６階層 　所得割２１１，２０１円以上 ８，３２０

１ 　市町村民税の所得割課税額は住宅借入金等特別税額控除等の適用前の額とします。

２ 　第３階層から第６階層までの世帯であり、同一世帯から小学校１年生から小学校３年生、保育所など

を利用する兄・姉がいる場合は、多子軽減の算定対象人数とみなして、第２子目のお子さんの保育料が

半額に、第３子目以降のお子さんの保育料が無料になります。

３　母子世帯・在宅障害児のいる世帯については、一部保育料が軽減される場合があります。

　なお、上記の保育料には、教材費、給食費、父母の会会費は含まれていません。

千葉銀行　三井住友銀行　千葉興業銀行　京葉銀行　館山信用金庫　房総信用組合　君津信用組合
安房農業協同組合　千葉県信用漁業協同組合連合会　関東各都県および山梨県所在のゆうちょ銀行・郵便局

　 　子ども教育課　　 ☎４６―２９６６
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市
の
が
ん
検
診
は
、
登
録
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
受
診
す
れ
ば
翌
年
も
検
診
を
希
望

す
る
も
の
と
し
て
登
録
さ
れ
、
が
ん
検
診
の

案
内
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
毎
年

ご
と
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

２
年
連
続
し
て
受
診
し
な
い
場
合
は
登
録
が

取
り
消
さ
れ
、
が
ん
検
診
の
案
内
通
知
は
郵

送
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
に
が
ん
検
診
を
希

望
す
る
場
合
は
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

登
録
制
に
な
っ
て
い
る
検
診

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／

前
立
腺
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診
／
乳

が
ん
検
診
／
子
宮
頸
が
ん
検
診

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

　

が
ん
検
診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
が
ん
検
診
申
込
方
法

① 　

新
た
に
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
人

（
下
表
）に「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
」

が
ん
検
診
登
録
制
度

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
検
診
を
希

望
す
る
場
合
は
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

② 　

平
成
25
年
度
ま
た
は
平
成
26
年
度
に

希
望
す
る
検
診
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

案
内
通
知
が
郵
送
さ
れ
る
の
で
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

③ 　

①
・
②
以
外
の
人
は
電
話
で
希
望
す
る

検
診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
状
況
の
確
認
や
、
申
し
込
み
の
変
更

を
し
た
い
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
録
制
に
な
っ
て
い
な
い
検
診

　

 

成
人
歯
科
検
診
／
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

／
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※ 

対
象
と
な
る
年
齢
時
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
」を
対
象
者

（
下
表
）に
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
検

診
を
希
望
す
る
場
合
は
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

平成２7年度に検診の対象年齢になる人
年齢 生年月日 検診名

40歳 昭和50年4月1日～昭和51年3月31日 結核・肺がん検診、胃がん検診
大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、成人歯科検診

50歳 昭和40年4月1日～昭和41年3月31日 前立腺がん検診、成人歯科検診

60歳 昭和30年4月1日～昭和31年3月31日 成人歯科検診

70歳 昭和20年4月1日～昭和21年3月31日 成人歯科検診

女
性

20歳 平成　7年4月1日～平成　8年3月31日 子宮頸がん検診

30歳 昭和60年4月1日～昭和61年3月31日 乳がん検診

35歳 昭和55年4月1日～昭和56年3月31日 骨粗しょう症検診

40歳 昭和50年4月1日～昭和51年3月31日 結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診
肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診

45歳 昭和45年4月1日～昭和46年3月31日 骨粗しょう症検診

50歳 昭和40年4月1日～昭和41年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診

55歳 昭和35年4月1日～昭和36年3月31日 骨粗しょう症検診

60歳 昭和30年4月1日～昭和31年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診

65歳 昭和25年4月1日～昭和26年3月31日 骨粗しょう症検診

70歳 昭和20年4月1日～昭和21年3月31日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診

男
性
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　１月から、７０歳未満の人の高額療養費の
自己負担限度額が下記のように変更になります。
　所得状況に応じて、これまで3区分に分かれていた70歳未満の
人の自己負担限度額が5区分に細分化されます。
　なお、70歳以上の人の自己負担限度額に変更はありません。

※ 　同一医療機関などにおける自己負担では上限額を超えない場合でも、同じ月の複数の医療機関な
どにおける自己負担（70歳未満の場合は同一医療機関で同じ月に21,000円以上であることが必
要です。）を合算することができます。
※ 　多数回該当とは、過去12か月に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の、４回目
から適用される限度額です。

区分 所得要件 自己負担限度額 区分 所得要件 自己負担限度額

Ａ
上位所得者

基礎控除後
の所得

６００万円超

150,000 円＋（総医療費
－ 500,000 円）×１％

〈多数回該当：83,400 円〉

ア 基礎控除後の所得
９０１万円超

252,600 円＋（総医療費
－ 842,000 円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉

イ
基礎控除後の所得
６００万円超～
９０１万円以下

167,400 円＋（総医療費
－ 558,000 円）×１％

〈多数回該当：93,000 円〉

Ｂ
一般所得者

基礎控除後
の所得

６００万円以下

80,100 円＋（総医療費
－ 267,000 円）×１％

〈多数回該当：44,400 円〉

ウ
基礎控除後の所得
２１０万円超～
６００万円以下

80,100 円＋（総医療費－
267,000 円）×１％

〈多数回該当：44,400 円〉

エ 基礎控除後の所得
２１０万円以下

57,600 円
〈多数回該当：44,400 円〉

Ｃ
低所得者 住民税非課税 35,400 円

（多数回該当：24,600 円） オ 住民税非課税 35,400 円
〈多数回該当：24,600 円〉

高額療養費制度とは？

平成26年12月まで 平成27年1月から

　１か月の医療費の自己負担額が、一定の額（自己負担限度額）を超えて高額になっ
たとき、高額療養費としてその超えた分が国保から払い戻される制度です。
　自己負担限度額は、70歳未満か70歳～74歳かどうかで異なり、また所得によっても異なります。

　 　保険年金課　　 ☎３３－１０６０

70歳未満の人の自己負担限度額

国保にご加入の皆さんへお知らせ

高額療養費が  変わります！
平成27年1月から
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現
在
、
認
知
症
の
人
は
、
日
本
に
４
６

２
万
人
い
る
そ
う
で
す
。
軽
度
認
知
障
害

（M
C
I

）の
人
も
４
０
０
万
人
い
る
と
の

事
で
、
合
わ
せ
る
と
８
６
２
万
人
に
な
り

ま
す
。
も
は
や
、
認
知
症
の
人
を
、
病
院

や
福
祉
施
設
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
時
代
は

終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
家
族
の
介
護
力
は
落
ち
る
一

方
で
す
。
独
居
の
認
知
症
高
齢
者
、
認
認

介
護（
認
知
症
の
人
が
、
認
知
症
の
人
を

介
護
し
て
い
る
世
帯
）も
当
た
り
前
の
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
で
認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
必

要
性
」が
叫
ば
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
地
域
の
状
況
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
老
人
会
の「
高
齢
化
」が
進

み
、
役
員
の
な
り
手
が
な
く
自
然
消
滅
し

た
老
人
会
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

明
ら
か
に
、
日
本
は
、
前
例
の
な
い
超

高
齢
社
会
に
突
入
し
て
、
そ
の
対
策
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
安
房
地
域

は
、
そ
の
最
前
線
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

の
設
立

　

③ 

福
祉
避
難
所
の
東
日
本
大
震
災
時
の

対
応
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
そ
の
報
告
書

の
作
成
配
布

　

④ 

認
知
症
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
作
業（
小
学
生
に
よ
る
協
定
施
設

の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
な
ど
）

　

⑤ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
で

す
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
合
言
葉

は
、「
１
０
０
０
の
理
想
よ
り
も
、
１
つ
の

（
地
域
の
高
齢
者
の
た
め
の
）結
果
」で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
前
向
き
に
活
動
を
し

て
い
く
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
各
人
が
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
る
時
代
】

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域（
市
）が
自
ら
の
地

域
の「
介
護
」の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら

の
市
は「
創
造
力
」が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
危
険
で

す
。「
市
町
村
格
差
」の
事
を
言
っ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
財
政
力
の
違
い
に
よ
り
今
も
昔
も

「
市
町
村
格
差
」は
あ
る
の
で
す
か
ら
。

【
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
手
作
り
の

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。

　

国
は
財
政
難
で
す
。
お
年
寄
り
を
支
え

る
若
者
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

国
が
打
ち
出
し
た
方
針
は
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」と
い
う
不
思
議

な
言
葉
で
し
た
。

　

私
な
り
に
こ
の
言
葉
を
解
釈
す
る
と
、

「
国
に
は
お
金
が
な
い
の
で
、
各
地
域
で

何
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
切
っ
て
下
さ

い
」と
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。

【
市
地
域
ケ
ア
会
議(
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム)

】

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
24
年
７
月

よ
り
、
市
で
は
、「
地
域
ケ
ア
会
議(
地
域
ケ

ア
チ
ー
ム)

」を
設
置
し
ま
し
た
。
高
齢
者

分
野
の
や
る
気
の
あ
る
専
門
職
が
集
ま

り
、
活
発
に
議
論
を
重
ね
る
場
で
す
。

　

こ
の
２
年
間
の
成
果
は
大
き
い
も
の
で

し
た
。

　

① 

市
と
施
設
と
の
福
祉
避
難
所（
虚
弱

高
齢
者
の
災
害
時
の
避
難
所
）の
協

定
書
案
の
作
成

　

② 

福
祉
避
難
所
の
協
定
施
設
に
よ
る

「
南
房
総
市
災
害
等
支
援
連
絡
会
」

　

む
し
ろ
、
怖
い
の
は
、
市
内
に
お
け
る

人
と
人
と
の
心
の
あ
つ
れ
き
で
す
。
よ
く

あ
る
言
葉
に
、「
市
は（
県
は
、
国
は
・
・
）、

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
る
著
名
な
政
治
家
の
言
葉
に「
国
に

何
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
国
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
て
欲
し
い
。」と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、「
地
域
の

時
代
」と
は
各
人
が
自
分
の
住
ん
で
い
る

市
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
時

代
だ
と
思
い
ま
す
。

 

【
私
の
事
を
抜
き
に
、
私
の
事
を
決
め
る

な
】

　

そ
し
て
、
地
域
の
事
を
考
え
る
主
体

は
、
認
知
症
の
人
も
当
然
、
含
ま
れ
ま

す
。

　

障
が
い
者
分
野
で
は
、
当
た
り
前
の
事

で
す
が
、「
私
抜
き
に
私
の
事
を
決
め
る

な
」と
い
う
事
で
す
。

　

若
年
性
認
知
症
の
分
野
で
は
、
当
事
者

が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
発
言
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
当
た
り
前
の

病
気
で
す
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
の
地
域
ケ
ア
会
議
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス
の
里　

伊　

藤　

厚　

司
さ
ん

認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え

る
時
代
に
な
っ
た
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象
者
認
定
基
準
に
該
当
す
る
人

　　

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
る「
障
害
者
計
画
」と
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
確
保
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る「
障
害
福
祉
計
画
」の
策
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
に
対
し
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
提
出
期
間　

１
月
15
日（
木
）か
ら

２
月
13
日（
金
）ま
で

提
出
方
法　

指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
社
会

福
祉
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　　

社
会
福
祉
課　

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
１

11

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　　

 

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
房
地
区（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
）

　

 　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス

の
里

　
　

 

☎
20
―
４
０
６
０

　

 　

 

外
房
地
区（
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・

和
田
）

　

 　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山

　

 　

 

☎
40
―
１
２
７
７

　

証
明
書
の
発
行
は
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。
健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
は
１
週
間
程
度
で

郵
送
し
ま
す
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確
認
書

対
象
者

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
お
り
、
寝
た
き
り
で
尿
失
禁

な
ど
の
可
能
性
が
介
護
認
定
資
料
で
確
認

で
き
る
人

※ 

初
め
て
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
確
認

書
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
師
が
発

行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」で
医
療

費
控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
１
か
ら
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
寝
た
き
り
な
ど
の

状
態
に
該
当
す
る
人
で
、
障
害
者
控
除
対

   

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

に
必
要
な
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
、
障
害
者
控
除
の
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

   

第
２
次
南
房
総
市
障
害
者
計

画
・
障
害
福
祉
計
画
（
第
４
期
）

の
素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
ま
す

   

南
房
総
市
第
７
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す

左からスタッフの平井さん、樋口さん、伊藤さん

　

す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
南
房
総

市
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
平
成

27
年
度
を
初
年
度
と
し
平
成
29
年
ま
で
の

３
年
間
の
計
画
で
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所

　

健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
提
出
期
間

　

１
月
13
日（
火
）か
ら
２
月
13
日（
金
）ま

で提
出
方
法

　

指
定
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
健
康
支
援
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

　　

健
康
支
援
課

　
　

 

☎
36
―
１
１
５
２

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

皆
さ
ん
の
公
的
な
相
談
機
関
で
す
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　市では、環境の大切さを知ってもらうため、学習の場を提供しています。
環境について正しい認識を深め、環境問題とは何か、自分にできることは何か
を考えましょう。
　豊かな環境を未来に引き継いでいくためには、一人ひとりの取り組みが大切
です。自らのライフスタイルを見直し、環境にやさしいまちづくりに取り組み
ましょう。

　現在、地球には3千万種ともいわれる多種多様な生き物が暮らしています。たくさんの生き物が、
お互い関係しあって命の輪をつくっていくこと、それが「生物多様性」です。いま私たち人間の
行動が生物に対してどんな影響を及ぼしているのかを学びます。
と　き　２月１４日（土）　午後１時３０分から午後３時まで
ところ　千倉保健センター　3階　機能訓練室
内　容　①「生物多様性と私たちの暮らし」（70分）
　　　　　講師　千葉県環境学習アドバイザー　鈴木　優子 さん
　　　　②「丸山川上流の水生生物調査を実施して」（20分）
　　　　　講師　南房総エコネット　前川　鎭男さん
対　象　市内に在住・在勤・在学している人、市内事業者
　　　　※ 参加費無料、申し込み不要

豊かな環境を守るために、私たちにできることを考えよう

市民環境学習会を開催します

子どもたちも環境学習に取り組んでいます

富浦中学校全校生徒

和田小学校4年生

富山小学校4年生千倉小学校4年生

白浜中学校1年生

7 分に 1種類、地球上から生き物が消えている！？

平成 26年度環境標語コンテスト　優秀賞
嶺南中学校１年　尾形　鷹政 さんの作品

【今月の環境標語】

『ごみと３Ｒ』をテーマに、専
門講師を招き、学習会を行い
ました。
ごみの分別や
３Ｒについ
て、楽しく学
びました。



132015年1月号　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊ 

日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

投
資
先
は
こ
の
世
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

「
確
実
に
儲
か
る
」と
言
わ
れ
た
ら
、
す

な
わ
ち
そ
れ
は「
怪
し
い
」投
資
話
で
す
。

　

こ
う
し
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を

切
っ
て
消
費
生
活

相
談
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
相
談
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
も
の

の
う
ち
株
式
・
投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商

品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
特
有
の
難

し
い
問
題
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
金
融
商
品
の
中
に
は
、
一
定

の
公
正
性
・
透
明
性
を
備
え
た
取
引
市
場

が
存
在
し
、
い
わ
ば
社
会
的
な
位
置
づ
け

が
確
立
さ
れ
た
も
の
も
多
く
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
が
そ
の
特
性
を
十
分
に
理
解
し
納
得
し

て
投
資
を
し
て
い
る
分
に
は
、
そ
れ
ほ
ど

問
題
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
金

融
商
品
の
多
く（
○
○
出
資
証
券
・
×
×

フ
ァ
ン
ド
な
ど
）は「
確
実
に
儲
か
る
」と

い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
伴
い
な
が
ら
、

一
般
の
消
費
者
に
は
理
解
困
難
な
複
雑
な

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
複
雑
な
仕
組
み
の
金
融
商

品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、

ど
の
法
律
の
規
定
が
適
用
に
な
る
の
か
、

専
門
家
で
も
簡
単
に
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
解
決
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
確
実
に
儲
か
る
な
ど
と
い
う

確
実
に
儲
か
る（
？
）投
資

消
費
相
談
窓
口
か
ら

ネイサンの南房総滞在記⑤
雪遊び Playing in the Snow

　南房総もそうだと思いますが、ふるさとのオハイオ州中央部
は、一番寒い時期は１月です。しかし、コロンバス市では１月
の平均最低気温が－６.５度で、平均降雪が１８.８cmなので、
南房総の冬より厳しいと思います。
それでも、子どもの頃から雪遊びが
好きだったので、とても寒くても気
になりませんでした。
　激しい吹雪の日には、道路の状況
を見て、スクールバスが安全に運行
できるかどうか、教育長の判断によ
り、休校になったこともありました。
そんな日は、雪合戦、そり滑りや雪
だるまを作ることなどで楽しく過ごし
ました。凍傷になる前に遊び終わり、
家の中でホットチョコレートを飲みな
がらテレビゲームをしたものでした。
　今も雪遊びが好きなので、機会が
あればできるだけします。昨年は、
かなりいい降雪があり、雪遊びのできないテキサス州で育った
ガールフレンドをそり滑りに連れて行きました。個人的な意見
ですが、子どもの頃に雪を知らずに過ごしていたということは、
とても寂しいことだと思います。日本でも雪の美しさを彼女に
見せたいので、お正月に一緒に日光に行くつもりです。

Just like in Minamiboso, central Ohio is coldest in January. But 
with the average low temperature at -6.5 degrees and average 
snowfall at 18.8 cm, winters are rougher where I come from. 

This isn’t a bad thing though, because I 
have always loved playing in the snow.
 As a kid, having a heavy snow storm 
sometimes meant getting a day or more off 
school. If the superintendent thought the 
roads were unsafe for buses to drive on, 
then school would be canceled. The best 
things to do with a snow day were snowball 
fights, sledding, and building snowmen. After 
playing in the snow for just long enough 
to avoid frost bite, I would head inside and 
drink some hot chocolate and play video 
games. 
 I still think all of these activities are fun and 
do them whenever I have the chance. Last 
year there was a particularly good snowfall 

and I took my girlfriend sledding. She grew up in Texas and, 
in my opinion, missed out on a huge part of childhood by not 
having snow. We will be visiting Nikko together around New 
Years this year and I hope to show her the beauty I see in 
snow here in Japan.

南房総市国際交流員

文・訳　ネイサン・ブラックウェル

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください!
　南房総みんみんネット「国際交流員:ネイサン」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=130

Sledding  last  year
去年のそり遊び

お
電
話

く
だ
さ
い
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地域づくり協議会や地域の団体が主催するイベント情報

第10回きらり楽しみ広場
日時　２月15日（日）　午前10時～午後３時
会場　白浜フローラルホール
内容　 フリーマーケット、あわびの貝殻投げ大会、演

芸、写真コンテスト、大抽選会、もちつき

　白浜地域づくり協議会「きらり」 
　　 ☎ 38-3463

南総ファーマーズフェスタ2015
日時　２月６日（金）～８日（日）　午前９時～午後５時
　　　※ 花のディスプレイは11日（水・祝）まで展示、

午後３時から無料配布します。
会場　道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」
内容　 市内の農業関係者「南総シード」主催の「南総

ファーマーズフェスタ2015」が開催されます。
首都圏からの消費者と地元の農業後継者や安房
拓心高校生徒とのイベントを通して交流が行わ
れます。大型の花のディスプレイの展示・乳牛
の乳搾り体験・ふ
れあい小動物園・バ
ター作り体験・農産
物などの直売など楽
しいイベントが盛り
だくさん。イベント
のフィナーレとして
11日まで展示され
た花のディスプレイ
を午後３時から無料
配布します。

　道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」 ☎ 28-5411

丸山農業まつり
日時　１月18日（日）　午前９時～午後２時30分
会場　道の駅ローズマリー公園
内容　花きの展示・農産物の販売など

　丸山協働推進室 ☎ 46-2388

みよかん祭　～みよし交流館の手作り感謝祭～
日時　２月８日（日）　午前10時30分～午後３時
会場　みよし交流館（旧　滝田公民館）
内容　 子どもから大人まで気軽に楽しめる手作りイベ

ント。子どもたちの作品展示、人形劇、くじ引
き、安房八幡太鼓・みよし風の子の和太鼓演奏、
南総みよし烈華隊
のよさこいソーラ
ン、 飲 食・ 売 店
コーナー、チーバ
くんとジャンケン
大会、横浜八景島
シーパラダイスの
ペンギンと移動水族館、その他催し物多数。

　地域づくり協議会「みよし」 ☎ 36-1185

ちくら漁港朝市
日時　１月17日（土）～３月29日（日）までの土日
　　　（２月７日（土）は休み）午前10時～午後１時
会場　千倉漁港
内容　◎朝市
　　　地元特産品・水産物・農産物・加工品などの販売
　　　

第5回千倉港物産市うまいもん市
日時　２月８日（日）　午前９時～午後３時
会場　千倉漁港
内容　◎物産市
　　　　 地元特産品・水産物・農産物・加工品などの販売
　　　◎うまいもん市
　　　　南房総のうまいもん盛りだくさん!!
　　　◎イベント各種
　　　　 南総みよし烈華隊、千倉中ブラスバンド部演

奏、県漁業調査船の乗船体験、もち投げ、も
ちつき

高家神社梅見会
日時　２月22日（日）　午前10時～午後３時
会場　高家神社
内容　◎たかべ庖丁会による「庖丁式」
　　　◎高家ふるさと産品推奨品の紹介および販売
　　　　地元特産品・水産物・農産物・加工品などの販売
　　　◎陶器市
　　　◎福引き

　千倉地域づくり協議会「きずな」 ☎ 44-1113

　市内で開催される地域イベントをお知らせします。
　どれも南房総らしさを感じことができるでしょう。
　ぜひみなさんで参加してみてください。
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地産地消運動2014の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第3回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用 南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（4人分）

【材料】（4人分）

ハンバーグ
①　サツマイモをボイルし、潰して丸める。
②　 ひき肉をこね、①を包むように成形し、
焼く。

夏みかんソース
夏みかんを絞り、しょうゆ、砂糖、塩、出汁、
ポン酢を混ぜる。

ハンバーグ
①　ひき肉、玉ネギ、ニンジン、ナス、ジャガイモ、卵、パン粉、塩・こしょうを入れ、よくこねる。
②　①のタネを丸く成形し、両面を焼く。
仕上げ
ハンバーグに仕上げ用の材料を使い、花のように盛り付ける。（ナスは焼き、そぼろはお好みの
肉と味付けで！）

ハンバーグ ひき肉（合いびき）　440ｇ、サ
ツマイモ　1本
夏みかんソース 夏みかん　1個、しょうゆ　
大さじ2、砂糖　大さじ1、塩　小さじ1、出
汁　小さじ1、ポン酢　120cc
しそソース しそ　2枚、ポン酢　120cc
仕上げ 大根おろし 1/2 本分、長ネギ（小口
切り）　1/2 本

ハンバーグ ひき肉（合いびき）　200ｇ、玉
ネギ（みじん切り）　1/2 個、ニンジン（角
切り）　1/4 本、ナス（角切り）　1/2 本、ジャ
ガイモ（角切り）　1個、卵　1個、パン粉
　40ｇ、塩・こしょう　少々
仕上げ ナス、ミニトマト、キュウリ、大根
おろし、そぼろ、マヨネーズ、ケチャップ　
各適量

審査員特別賞・千倉町料理飲食店組合賞

田
た ぶ ち

渕　裕
ゆうき

貴さん（富浦中 3年 )

「さつまいも入りハンバーグ
夏みかんソースとしそソース お好みで」

審査員特別賞・千倉町料理飲食店組合賞

木
きむら

村　真
まさ

仁
ひと

さん（千倉小 3年）
「にこにこフラワーバーグ」

しそソース
しそを細かく切り、ポン酢を混ぜる。
仕上げ
ハンバーグに大根おろし、長ネギを乗せ、
お好みのソースをかける。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
婦
お
よ

び
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
に
児

童
福
祉
や
母
子
保
健
に
関
す
る
各
種
制
度

の
紹
介
や
、
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
の
場

な
ど
を
掲
載
し
た「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
も
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
携
帯
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

が
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://honobono.bosotow
n.com

/

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の

　
　

☎
40
―
５
１
１
１

　

３
月
で
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

が
終
了
し
、
市
内
全
域
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
と

子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
Ｗ
ｅ
ｂ
版

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

防
災
行
政
無
線
の
運
用
変
更
に
つ
い
て

〜
４
月
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を

一
部
変
更
し
ま
す
。
〜

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

① 

火
災
発
生
時
の
放
送
を
火
災
が
発
生
し

た
地
区（
旧
町
村
単
位
）の
み
と
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
市
内
全
域
に
放
送
し
て
い
ま

し
た
が
、
火
災
が
発
生
し
た
地
区
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
に
放
送
し
ま
す
。

② 

定
時
放
送
を
戸
別
受
信
機
の
み
と
し
ま

す
。

　

午
前
７
時
15
分
と
午
後
７
時
15
分
の
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
放
送
は
、
戸
別
受
信

機
の
み
に
放
送
し
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

は
放
送
し
ま
せ
ん
。

（
災
害
な
ど
の
緊
急
放
送
は
、
従
来
ど
お
り

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
も
放
送
し
ま
す
。）

※ 

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
近
く
に
あ
る
と
い
う

理
由
な
ど
に
よ
り
戸
別
受
信
機
を
設
置
し

て
い
な
い
人
で
、
戸
別
受
信
機
の
設
置
を

希
望
す
る
場
合
は
、
消
防
防
災
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

③
試
験
放
送（
チ
ャ
イ
ム
）の
曲

　

今
ま
で
は
、
旧
町
村
ご
と
に
違
い
ま
し
た

が
、
市
内
全
域
で
同
じ
曲
目
を
流
し
ま
す
。

午
前
７
時　

野
ば
ら

正
午　

浜
千
鳥

午
後
５
時　

夕
焼
け
小
焼
け

　

消
防
防
災
課　

☎
33
―
１
０
５
２

　
　

秘
書
広
報
課　

☎
33
―
１
０
０
２

　 　保険年金課　　 ☎３３－１０６０

【お知らせ】国民健康保険加入者の２６年５月に受診された内容
～病気にならないように、食生活・運動など生活習慣に気をつけよう！～
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ナ
ラ
シ
対
策（
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

に
加
入
す
る
と
、
米
価
下
落
に
よ
る
収
入
の

減
少
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
規
模
要
件
が
な
く
な
り
、
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
、
新
規
就
農
者
で
あ

れ
ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q.　

交
付
対
象
者
と
な
る
作
物
は
？

 A. 　

主
食
用
米
の
ほ
か
、
麦
、
大
豆
も
対
象

と
な
り
ま
す
。（
各
作
物
農
産
物
検
査
3

等
以
上
か
つ
販
売
が
証
明
で
き
る
数
量

の
み
該
当
）

Q.　

誰
で
も
加
入
で
き
る
の
？

 A. 　

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
新

規
就
農
者
が
加
入
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
認

定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
平
成
27
年
度
の
加
入
申
請

期
限（
6
月
末
）ま
で
に
、
認
定
農
業
者
や

認
定
新
規
就
農
者
に
な
る
か
、
集
落
営

農
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Q. 　

手
続
き
は
い
つ
ま
で
に
す
れ
ば
い
い

の
？

 A. 　

加
入
申
請
は
、
例
年
、
経
営
所
得
安

定
対
策
の
手
続
き
と
合
わ
せ
て
生
産
年
の

6
月
末
日
に
南
房
総
市
農
業
再
生
協
議

会
ま
た
は
、
千
葉
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
必
要

ナ
ラ
シ
対
策
の
加
入
で
経
営

の
安
定
を
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

発
見
し
だ
い
警
察
に
通
報
し

ま
す

廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
積
立
金
の
納
入
は
、
生
産
年

の
7
月
末
ま
で
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

農
林
水
産
課

　
　

☎
33
―
１
０
７
１

　

農
道
や
山
林
の
道
路
脇
な
ど
、
人
目
に
付

か
な
い
場
所
へ
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
悪
臭
や
水
質
や
土
壌
の
汚

染
な
ど
の
環
境
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
と
は

　

廃
棄
物
を
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て

適
性
に
処
理
せ
ず
、
処
分
場
以
外
の
山
林
や

原
野
、
空
き
地
な
ど
に
み
だ
り
に
捨
て
た
り

埋
め
た
り
す
る
行
為
で
す
。

　

環
境
保
全
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
３

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き

は
、
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却
な
ど
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
例
外
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
焼
却
で
も
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
、
風
向
、
焼
却
す
る
時
間
帯
な
ど
十
分
配

慮
し
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
や
草
な
ど
を
屋
外
で
焼
却
す
る

行
為（
野
焼
き
）を
行
な
う
と
処
罰
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、
穴
を
掘
っ
て
の
ご

み
の
焼
却
も
禁
止
で
す
。

　

環
境
保
全
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
３

標準的収入 補てん金

農業者１: 国 3の
積立金を財源

（収入減の9割）

当年産収入

（最近 5 年
のうち最高・
最低を除く
3 か年の平
均収入）

}

罰　

則

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

（
法
人
は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

罰　

則

　

廃
棄
物
の
焼
却
禁
止
に
違
反
し
た

場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。



18 2015年1月号

　

館
山
税
務
署
長
賞

　
　
　

間
宮　

理り
ち
か央
（
嶺
南
中
２
年
）

　

南
房
総
市
長
賞

　
　
　

足
達　

詩し

ほ歩
（
富
山
中
３
年
）

　
　
　

忍
足　

玲れ

な奈
（
富
山
中
３
年
）

　
　
　

田
仲　

伶れ

い衣
（
千
倉
中
１
年
）

　
　
　

折
原
俊し

ゅ
ん
た
ろ
う

太
朗
（
千
倉
中
２
年
）

　

補
正
予
算
第
８
号
・
第
９
号
・
第
10
号
・

第
11
号
が
、
議
会
12
月
定
例
会
で
承
認
お

よ
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、

２
５
０
億
７
１
９
８
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

館
山
税
務
署
、
館
山
青
色
申
告
会
お
よ

び
館
山
法
人
会
主
催
に
よ
る
小
学
生
の「
税

に
関
す
る
書
写
作
品
」
と
、
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
、
館
山
税
務
署
管
内
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
お
よ
び
国
税
庁
主
催
の

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
書
写
作
品
」

　

最
優
秀
賞　

　
　
　

石
井　
　

桜
さ
く
ら
（
富
浦
小
１
年
）

　
　
　

小こ
た
に谷　

　

葵
あ
お
い
（
白
浜
小
３
年
）

　
　
　

林　
　

史ふ
み
え恵
（
白
浜
小
６
年
）

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　

優
秀
賞

　
　
　

森
山　
　

渚
な
ぎ
さ
（
富
山
中
３
年
）

　

千
葉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

　

優
秀
賞

　
　
　

木
曽　

菜な
つ
き月
（
白
浜
中
３
年
）

　

 

館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会　

会
長
賞

　
　
　

早
川　

空た
か
ら良
（
嶺
南
中
３
年
）

 

税
の
書
写
作
品
・
作
文
表
彰

 

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
・
第
９
号
・
第
10
号
・
第
11

号
）
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

主
な
内
容

第
８
号
（
１
４
６
９
万
２
千
円
）

・ 

個
人
事
業
主
に
対
す
る
報
酬
な
ど
の
支

払
で
源
泉
徴
収
す
べ
き
で
あ
っ
た
所
得

税
、
納
付
漏
れ
に
よ
る
不
納
付
加
算
税

お
よ
び
延
滞
税
の
追
加

第
９
号
（
４
０
８
３
万
５
千
円
）

　

台
風
18
号
お
よ
び
19
号
に
よ
る
被
災
箇

所
の
災
害
復
旧
経
費

第
10
号
（
２
３
５
８
万
６
千
円
）

　

衆
議
院
議
員
選
挙
の
執
行
に
係
る
事
務

経
費

第
11
号
（
３
億
４
９
９
２
万
３
千
円
）

・ 

高
崎
家
庭
雑
排
水
共
同
処
理
施
設
解
体

工
事

１
５
７
２
万
５
千
円

・ 

通
学
路
交
通
安
全
看
板
設
置
工
事

33
万
５
千
円

・ 

丸
山
・
和
田
地
区
統
合
小
学
校
・
幼
保

一
体
化
施
設
等
建
設
工
事
基
本
設
計
な

ど

４
６
７
６
万
４
千
円

・ 
中
学
校
施
設
改
修
な
ど１

６
０
万
９
千
円

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
公
務
員
給
与
改
定
に

伴
う
人
件
費
の
追
加
、
電
気
料
金
値
上
げ

な
ど
に
よ
る
光
熱
水
費
の
追
加
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

行
革
財
政
課　

☎
33
―
１
０
２
２

　

12
月
15
日
、
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

70
人
、
同
伴
者
51
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

受
付
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
喜
び
。

　

ホ
ー
ル
内
で
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て

き
た
の
を
見
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
怖

く
て
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
も
。

　
「
ま
ち
の
お
ん
が
く
や
さ
ん
」
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、親
子
そ
ろ
っ

て
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

楽
し
く
過
ご
し
た

　

  

ほ
の
ぼ
の　

ク
リ
ス
マ
ス
会

クリスマスコンサート♪



192015年1月号　

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　

 

館
山
支
店

　

 　

☎
22
―
２
９
１
１

　

介
護
の
こ
と
、
介
護
保
険
の
こ

と
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
相
談
無
料
）。

と
き
・
と
こ
ろ　

　

２
月
５
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

　

２
月
15
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

　

富
山
公
民
館

　

２
月
25
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

　

 

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
内
房
地
区
）

　

 　

☎
20
―
４
０
６
０

　
　

健
康
支
援
課　

　

 　

☎
36
―
１
１
５
２

1月の1月の

各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で

き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る

た
め
の
調
査
で
す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象

に
行
わ
れ
る『
農
林
業
の
国
勢
調

査
』と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
皆
さ
ん
の
お
宅

に
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が「
調
査
員
証
」を
携
行
し

て
、
調
査
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

情
報
推
進
課

　

 　

☎
33
―
１
０
０
３

融
資
額　

学
生
、
生
徒
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内

対
象
者　

融
資
の
対
象
と
な
る
学

校
に
入
学
、
在
学
す
る
人
の
保
護

者
で
世
帯
収
入
が
所
定
の
金
額
以

下
の
人

利
率　

年
２
・
25
％

　
　
　
（
12
月
19
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内（
母
子
家

庭
・
交
通
遺
児
家
庭
の
人
な
ど

は
、
３
年
の
延
長
可
能
）

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

　

市
民
を
対
象
に
、
保
存
期
間
の

経
過
し
た
雑
誌
を
無
料
配
布
し
ま

す
。

と
き　

１
月
31
日（
土)

　
　
　

２
月
１
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

図
書
館
内
受
付
前

※ 

１
人
３
冊
ま
で
。
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

　

図
書
館

　

 　

☎
40
―
１
１
２
０

　

１
月
25
日（
日
）館
山
市
内
で
、

館
山
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
館
山
市
内
に
お

い
て
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 

館
山
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
課

　

 　

☎
22
―
３
６
９
６

　

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
県
知
事
発
行
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象　

和
田
地
区（
柴
）の
一

部
の
世
帯

調
査
期
間　

２
月
か
ら
６
月
ま
で

　

県
総
合
企
画
部
統
計
課　

　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日

現
在
で「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん

 

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

 

国
の
教
育
ロ
ー
ン

 

労
働
力
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

 
２
０
１
５
年

　

  

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

第
35
回
館
山
若
潮
マ
ラ
ソ

ン
大
会
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
の
実
施
に
つ
い
て

お
し
ら
せ

そ
う
だ
ん

 

南
房
総
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
出
張
介
護

個
別
相
談
会



20 2015年1月号

順位 内　　　　　　　容

1
統合した嶺南中学校、千倉小学校が開校（４月）
　和田中と丸山中が統合し、嶺南中に。七浦小・忽戸小、朝夷小、健田小が統合し、
千倉小として、開校しました。

2 市長選挙・市議会議員一般選挙執行（４月）
　市長選挙では無投票で石井市長が３期目の再選を果たし、市議会議員一般選挙では２０人の議員が選ばれました。

3
幼保一体施設「三芳子ども園」が開園しました。（９月）
　三芳幼稚園と三芳保育所を一体化し、市で初めて幼保一体施設が開園しました。
少子化により、子どもの成長に必要な規模の集団が確保されにくいという課題を解消するために開園しました。

4 献上枇杷選果式が第１００回目を迎える（６月）
　明治４２年に始まった天皇陛下に献上する枇杷の選果式が第１００回目を迎えました。

5
九都県市合同防災訓練千葉県会場訓練が本市で開催（９月）
　九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、
さいたま市、相模原市）が連携して行う防災訓練が和田地域福祉センター周辺を
会場に開催されました。
　自衛隊、海上保安庁、消防、警察、災害時支援協力団体など防災関係機関が参加しました。

6 台風１８号・１９号が市を直撃（１０月）
　２週続けて、台風が上陸し、農作物など、市内各所に大きな被害がでました。

7
第３８回県ＰＴＡバレーボール大会で、富山幼小ＰＴＡが初優勝（１０月）
　安房地区大会を３連覇し、安房代表として出場した富山幼小ＰＴＡが、県ＰＴＡ
バレーボール大会で悲願の初優勝を果たしました。昭和５１年に第１回大会が
開催されてから、安房地区代表が優勝したのは富山幼小ＰＴＡが初めてです。

8
南房総市「日本一おいしいごはん給食」認定農家・認定商店事業開始（９月）
　学校給食における地産地消の推進を目指し、給食の食材・食品を提供する地元農家や商店を「協力農家・協力商店」と
して、認定する取り組みを始めました。基準を満たす農家には、認定証と認定シールを、商店には、認定証と認定ス
テッカーを配布します。

9
関東道の駅アワード2014で市内３駅が受賞（９月）
　関東地区の道の駅の中から特徴のある駅が表彰される「関東道の駅アワード2014」で関東１都６県、山梨県、長野県
にある149駅の中からベスト30にとみうら枇杷倶楽部、富楽里とみやま、和田浦ＷＡ・Ｏ！が選ばれました。

10 ＩＴ企業を誘致　立地協定を締結（1月）
　経済の振興と地域の雇用の受け皿を確保するため、企業誘致を進めた中で、初めてＩＴ企業と立地協定を締結しました。

家や商店を「協力農家 協力商店」と

た

人の議員が選ばれました

12月24日（水）に実施されました
●  第 3 期南房総市行政改革推進計画・財政健全化計画（素案）
パブリックコメントの実施
● 南房総市成人式
● 南房総市新春賀詞交歓会

　12月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

1月の1月の

平成26年は、統合した嶺南中や千倉小が開校するなど、さまざまな出来事がありました。
これら多くの出来事や事業の中から、職員が南房総市１０大ニュースを選びました。

発表10大平成26年
南房総市

有料広告有料広告



212015年1月号　

　

天
文
３
年（
１
５
３
４
年
）４
月
６
日
の
夜
、
深ふ
か
で手
を
負
っ
た
５
人
の
落

武
者
が
、
青
木
山
の
山
中
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
殿
は
い
か
が
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
」

　

一
人
が
声
を
押
し
殺
し
て
仲
間
に
問
い
か
け
ま
し
た
が
、
誰
も
答
え
ま

せ
ん
。
こ
の
落
武
者
た
ち
は
何
者
か
と
い
え
ば
、
犬
掛
で
起
き
た
里
見
一

族
の
合
戦
で
敗
れ
、
宮
本
城
に
退
こ
う
と
し
て
い
る
義
豊
方
の
家
臣
だ
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
追
っ
手
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
退
く
の
は
、
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

落
武
者
は
山
の
尾
根
で
夜
明
け
を
待
ち
ま
し
た
。

　
「
向
こ
う
に
宮
本
城
が
見
え
る
ぞ
」

　
「
お
か
し
い
、
誰
も
帰
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
見
張
り
番
の
姿
も
な
い

が
、
城
に
入
っ
て
見
よ
う
」

　

落
武
者
た
ち
は
励
ま
し
あ
い
、
城
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
し
ま
し
た
が
、

歩
く
力
は
も
う
誰
に
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
「
我
ら
の
命
は
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
だ
」

と
、
あ
わ
れ
落
武
者
た
ち
は
、

一
人
残
ら
ず
自じ

じ
ん刃
し
て
果
て
ま

し
た
。
今
も
青
木
山
に「
ご
だ
い

し
ょ
（
五
大
将
）」と
呼
ば
れ
る

所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
が
落

武
者
自
刃
の
場
で
す

第 105 話
生稲謹爾

「ごだいしょ」

掲
載
場
所
・
料
金　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
下
段　

１
か
月

１
万
２
９
０
円

申
し
込
み　

掲
載
希
望
月
の

初
日
の
20
日
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

申
込
書
や
掲
載
要
綱
な
ど

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

秘
書
広
報
課

　

 　

☎
33
―
１
０
０
２

と
き　

２
月
１
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

南
総
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内
容　

市
内
外
の
グ
ル
ー
プ

の
約
１
２
０
組
が
唄
や
舞
踊

な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

　

事
務
局　

池
谷

☎
０
９
０
―
２
２
２
７
―
７
０
３
３

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

掲
載
す
る
号　

平
成
27
年
４
月
号

か
ら
平
成
28
年
３
月
号
ま
で
の
各

号
で
、
１
号
単
位
。

掲
載
場
所　

裏
表
紙
４
枠（
多
色

刷
り
）、
中
ペ
ー
ジ
４
枠（
２
色
刷

り
）

掲
載
枠　

縦
45
ミ
リ
×
横
86
ミ
リ

掲
載
料　

　

裏
表
紙
１
万
２
９
０
円（
多
色
）

　

中
ペ
ー
ジ
８
２
３
０
円（
２
色
）

※ 

連
続
掲
載
で
最
大
20
％
の
割
り

引
き
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
13
日（
火
）か
ら

２
月
27
日（
金
）ま
で

※ 

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

市
の
規
定
す
る
方
法
な
ど
に
よ

り
、
掲
載
す
る
広
告
を
決
定
し

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

掲
載
枠　

▽
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
３
０
ピ
ク
セ
ル
▽
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
▽
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

人口の動き(平成27年1月1
日現在）は、広報みなみぼう
そうお知らせ版2月号（1月
22日発行）に掲載します。

 

市
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か

 

カ
ラ
オ
ケ
石
井
グ
ル
ー
プ

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
新
春
お
楽

し
み
会

ぼ
し
ゅ
う

イ
ベ
ン
ト



22 2015年1月号

　

私
た
ち
は
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
三
芳
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
、
水
曜
日
と
土
曜
日
の
週
２
回「
頂
を
目

指
す
」を
合
言
葉
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
安
房
郡
市
空
手
道
連
盟
な

ど
に
所
属
し
、
交
流
大
会
な
ど
に
出
場
し
な
が
ら
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
は
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
こ
れ
を
第
一
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
４
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
①「
礼
を
す
る
こ
と
」②「
行
動
を
早
く

す
る
こ
と
」③「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
気
合
な
ど
大

き
な
声
で
は
っ
き
り
と
す

る
こ
と
」④「
自
分
に
惚
れ

る
」こ
れ
だ
け
練
習
し
た

の
だ
か
ら
自
分
は
上
達
し

た
・
う
ま
く
な
っ
た
と
自

信
を
持
つ
こ
と
。
１
０
０

分
の
１
秒
で
勝
敗
が
決
ま

る
、
ま
た
間
の
入
れ
方
で

う
ま
く
感
じ
る
空
手
道
の
世
界
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
は
自

信
か
ら
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
自
信
が
自
分
に

惚
れ
る
と
い
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
道
場
に
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
。
会
員
は
一
般
の
人
も
併
せ
て
随
時
募
集
中（
お

試
し
期
間
あ
り
）で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

平
栁
勝
彦

　
　

☎
36
―
３
１
０
１　

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
１
月
号

平
成
27
年
1
月
８
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
三
芳
空
手　

煌こ
う
け
ん拳

塾
〜

　
　
　
　
　

塾
長　

平
栁
勝
彦　
塾
生
18
人気合の入った練習風景

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/


